

















































Cytochrome p450、α2創 H2gIycoprotei n、HSPGl
(heparan saliate proteoglycan)、RARA(retinoic 
acid receptor， alpha)、日CK(hemopoietic cel kinase) 
6綾鎮であったお獲に、 1.:t手!lnの遂駄においてGM-CSF/R
はよ昇傾向を、 α2曲目2glycoproteinとHSPGlは下降傾
向を示したむ
{考察・結論}本研究の結果より、1)脅代謝関連遺
伝子の発現レベルの変動を骨組織ではなく、採取可能
な血液綴胞で検出できたむ 2)選動により脅代議選訟
予の発現レベルが変動した。 3)遺伝子により発現レ
ベルの変動パターンが異なることが示された。すなわ
ち、運動効築を血竣線総に発現している背代謝関連遺
伝子・の発議レベルの変化で喜子餓できる可能性がぷ殺さ
れた。
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